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	第１章 技術に関する施策及び新規研究開発事業の概要
	○肯定的意見
	A氏
	・放射性廃棄物の発生本数を減らすことは環境負荷低減に大きく寄与するとともに、コスト低減効果も高い。本事業によって得られる結果は重要である。
	B氏
	・廃棄物の減容と有害度の低減は核燃料サイクル全体として取り組むべき課題である。また、高レベルの出口の境界条件を規定する本事業は国の積極的な関与をもって実施すべきである。本事業の必要性はきわめて高い。
	高レベル廃棄物には、技術で解決するべき部分、政策で解決すべき部分、規格・基準類で解決すべき部分がある。技術的な課題解決の目標設定は、しばしば政策や規格・基準類に制約される。本事業は技術に係る内容であるので、技術開発の前提条件を明確にした上で、基礎・基盤的知見を充実・確立するという目的を着実に達成するべく留意する必要がある。
	C氏
	・高レベル放射性廃液のガラス固化ならびにその他の廃棄物のガラス固化にあたって、ガラス固化体に含まれる廃棄物量をこれまで以上に多くすることはガラス固化体数の減少、処分面積の縮減、ひいてはコストの低減につながることが記されており、そのためには、廃棄物を多量に含んでなお安定なガラス組成の開発と新しいガラスにたいする溶融炉の安定運転技術の確立が必須であることが述べられており、本事業の必要性が納得できる。
	D氏
	・ 放射性廃棄物処理・処分は国が全面に立って進めていくべき技術開発要素が多い課題である。放射性廃棄物処理については安定な固化体にすることが必要である。その中でガラス固化体はセメント固化体など他の固化体に比較して安定な固化体として広く認識されている。米国など外国においては低レベル放射性廃棄物のガラス固化の研究開発が進み、一部実用化されている。これまで我が国では高レベル放射性廃棄物のガラス固化が主要であったが、今後、福島第一原子力発電所廃止措置で発生する低レベル放射性廃棄物も含めて、様々な低レベル放射...
	・ ガラス固化においては、安定、安全な廃棄物を作り適切な方法で処分する必要がある。処分場の面積を小さくするためにはガラス固化体への放射性物質の含有量を高めればよいが、どのような化学組成のガラス固化体がいいかは今後さらに研究開発を要する。また、高レベル放射性廃棄物のガラス固化においても安定した放射性廃棄物の含有量が多いガラス組成について研究開発が必要であり、それを研究開発の一つの目的としていることは評価できる。
	・ ガラス固化の場合に重要なことの一つは安定なガラス固化体を作るガラス溶融炉の運転である。特に低レベル放射性廃棄物の組成、フィードの組成は変化するので、そのような入力組成の変化にも対応し得るような溶融運転条件を確立する必要があり、重要な研究開発項目である。この点についても本事業は十分それを認識し研究開発項目を設定している。このような観点にも注意して進めれば廃棄物ガラス化技術について世界的貢献もできるようになろう。我が国にはそれを可能とする素材はある。
	・ このように今後廃止措置を進めていくためには低レベル放射性廃棄物のガラス固化が必須である。また、高レベル放射性廃棄物のガラス固化においても廃棄物含有量を高めることは必要な廃棄物処分場面積の低減にもつながる。これらのことは我が国の原子力政策を進めるために重要なことであり、その研究開発、技術開発に国が援助することの意義は大きい。
	E氏
	F氏
	・本研究は必要であり行うべきである。
	・フランスでは、低レベル放射性廃液の処理にもガラス固化を適用しており、ガラス固化技術の高度化は低レベル放射性廃棄物の処理の効率化にも貢献できる可能性がある。適用先を拡大するという観点でもこの研究は期待される。
	・現在の六ヶ所工場でのガラス固化体の発生率を考えると、洗浄運転などを含めて高レベル放射性廃棄物の廃棄物密度が低く、再処理コストに悪影響を与える可能性がある。廃棄物密度の増加は、高レベル放射性廃液のガラス固化体の発生数を減少させるうえで、今後ますます必要になると考えられる。
	○問題点・改善すべき点
	A氏
	・放射性廃棄物等の含有率を３割向上させることを目標としているが、その数値の根拠が不明確である。数値目標があった方がよいことは理解できるが達成できるか可能性を探る段階で明確な数値目標は無用な縛りとなる可能性がある。それよりも、現時点よりも多くの白金族を入れるために濃度限度を探るとした方が現実的と考える。この際、仮に３割向上できればどのような効果があるかを示すことではどうか。
	C氏
	B氏
	D氏
	・ガラス固化は実用化に結び着かなればならない。本事業により実用化に向けての重要な点は解決されていくものと考えられるが、実用化のための他の重要な点についても整合性を持って進める必要があろう。
	・低レベル放射性廃棄物のガラス固化については既に米国他で知見や経験がある。それらについて十分調査して、それを超えるレベルを目指すべきである。
	・また、適切なガラス組成とガラス溶融方法とは連携することが多いので、相互を密に連携させつつ進めるべきである。
	E氏
	・処分に際して現行のガラス固化体は発熱量も一つの限界となっており、ガラス組成の検討にあたっては、その観点からの検討も必要である。また低レベル放射性廃棄物への適用にあたっては、一から研究を始めるわけであるから、短期的目標、長期的目標を明確に定めて着実に進める必要がある。
	○肯定的意見
	B氏
	・廃棄物の含有率とメルターの処理能力を目標設定したことは適切である。その二項目は、ガラス固化の安定な性能を達成するに必要な項目である。前者は、理想的条件でガラス組成や物性などを最適化する観点から、後者は実運転条件でメルターを運用する観点からの目標設定であり、完備性がある。
	C氏
	・現在使用されているガラスより核分裂生成物等の廃棄物を３割多く含むガラス組成を探索することは目標として重要かつ適当である。ガラス溶融炉の運転制御の調査・試験を平成２６年度から始めることも極めて重要である。これらのことが記されているので、適切だと判断する。
	D氏
	E氏
	・低レベル放射性廃棄物のガラス固化技術についてはガラス組成の開発、溶融炉運転制御技術の開発という技術基盤が整備されること、また高レベル放射性廃棄物のガラス固化については溶融炉の処理能力並びに含有廃棄物量の「3割増し」を達成するという目標は示されている。
	F氏
	・ガラス組成の研究には、意外に時間がかかる可能性がある。組成を慎重に広範囲に探る研究が重要であるので、計画に柔軟性を持たせた上で取り組むべきである。
	○問題点・改善すべき点
	A氏
	・前提条件として、六ヶ所再処理工場のガラス固化プロセスをいじらないということであれば、それを明記する必要がある。もし、プロセスを変更すること（程度によるが）も可能とすれば、例えば、白金族元素と他の放射性物質のガラス固化過程を分離することも考えられる。一例としては、不溶解残渣をメルターを介して固化するのではなく、予めキャニスタに入れておき、それに溶融ガラスを注ぐというプロセスも考えられる。
	B氏
	・社会に対する影響の大きい、長期にわたる技術開発は、短期的な目標と中・長期的な目標を常に意識しておくべきである。３割向上がどのような意味があるのかを計画に記載すべきである。その目標を達成すべき時期によって、研究の進め方や評価の仕方は異なる。また、廃棄物の減容や無毒化を高速炉サイクル等でどこまで目指すのか、処分場からの要求など、核燃料サイクル政策全般と相互に影響を与えることを認識してアウトカム指標と時期の設定を行う必要がある。
	D氏
	・一般の原子力発電所の廃止措置に伴って発生する低レベル放射性廃棄物と東京電力福島第一原子力発電所で発生する低レベル放射性廃棄物は組成が異なる。本事業は、一般の原子力発電所からの低レベル放射性廃棄物を基本的な対象としているが、福島第一からの低レベル放射性廃棄物への適用についても考慮することが望ましい。
	E氏
	○肯定的意見
	A氏
	・現状、ガラス固化体の組成はどの国も同様である。廃棄物含有量を増やし、固化体発生本数を減らすことができれば国際競争力が高まる。
	B氏
	・処分場面積とコスト低減が期待できることは理解するし、効果は大きいと考える。本当の意義は、たかが3割とはいえ、高レベル廃棄物処分量の減容や有害度低減の技術開発など、サイクル事業全般の選択肢を広めること、時間的な余裕も拡大することなど、もう少し広い目でとらえる方がよい。
	C氏
	・ガラス固化体中に含有される廃棄物成分の量を２～３割増加することによってガラス固化体発生本数を低減し、最終処分場面積を低減できることは経済的にも大きな効果が期待でき、しかも発生する高レベル放射性廃液のガラス固化を遅滞なく実現する可能性が大きくなるので、その効果は極めて大きい。
	D氏
	・放射性廃棄物が安全に処分できることが原子力エネルギーの着実な利用につながり、ひいては日本経済の発展につながる。なかでも低レベル放射性廃棄物のガラス化が着実に行われることは福島第一原子力発電所だけでなく一般の原子力発電所の廃止を着実に行うために重要である。また、高レベル放射性廃棄物のガラス固化体の体積を減容できることは、廃棄物処分の実施上も意義が大きい。また、我が国のガラス固化技術が世界最高レベルになることにより、世界での原子力エネルギー利用に貢献でき、国際競争力増加につながる。
	E氏
	・世界の潮流は低レベル放射性廃棄物についてもガラス固化する方向であり我が国としてその研究を実施しておくことは不可欠である。また、福島第一原子力発電所の廃炉だけでなく、今後世界で行われる原子炉施設の廃止措置からは多量で種々の低レベル廃棄物が発生することから、世界に先駆けてそれらの固化技術を開発しておくことは、我が国の技術優位性を確保できるものである。
	・また、高レベル放射性廃棄物については、廃棄物含有量を増やすことができれば、現在再処理工場の処理能力のボトルネックとなっている課題が解決できることとなる。また、今後考えられる高燃焼度燃料、プルサーマル燃料の再処理についての一つの大きな課題をクリヤーすることができる。
	・さらに、本技術についてはこれまで補助金で実施してきた事業の成果として、直接加熱セラミック溶融炉に関して世界でも類を見ない基礎から実用に至るまでのデータが蓄積されており、本事業によりさらにその優位性は高まるものと考えられる。
	F氏
	・現在の六ヶ所工場のセラミック溶融炉の製造能力は、フランスのＡＶＭ法と比べるとかなり劣ると見る必要がある（洗浄運転の多さや核分裂性生成物含有率の低さ）。これを改善してフランス並みの性能に持ち込むことは必要である。
	○問題点・改善すべき点
	A氏
	・廃棄物含有量を増やした場合の、処分の安全評価への影響について検討が示されていない。含有量向上に伴う発熱量増加の影響について処分および保管の観点からの検討も必要である。
	B氏
	・日本も経済や競争力、問題解決に与える効果が記載されておらず、当たり前のことが書いてあるのみ。日本の高レベル廃棄物量の見通し、３割の性能向上の効果、これによって、サイクル政策にどのようなインパクトを与えるのか、サイクルコストはどうなるのか、このような分析をしなくてもよいのか。この分析をしない限り、2割の次は3割、そして4割と、研究のための研究に陥ると思う。
	E氏
	・我が国は直接加熱セラミック溶融方式で高レベル廃液を固化する道を選んでいるが、フランスや韓国では適用範囲(廃棄物の多様性、溶融温度)が広いと考えて、コールドクルーブル誘導加熱方式の開発を進めており、本事業を実施する際には常にその開発状況を見ながら進める必要がある。また廃棄物種類への適用範囲が広がることになるため、できるだけロバスト性の確保についても注意を払って研究開発することが必要である。
	○肯定的意見
	A氏
	・基礎試験による組成変動に伴うガラス諸物性の測定と、スケールアップに関する研究が盛り込まれている。また、現有施設への適用のための運転制御技術の検証も計画されている。
	B氏
	・多くの要因が関わる試験であるため、中間段階で明確な目標を設定することは困難であろう。その意味からは、中期段階の目標を柔軟に設定しておくのは妥当であるかもしれない。そのような状況を踏まえた中期段階の目標を設定、例えば、26年度には調査を終了させ、試験の方向性を決定する；27年度には試験により方向性が適切かを確認する；28年度はスケールアップと現状の解析評価能力の評価など。27年度に方向性が適切でないとすれば方針を再評価するための試験を28年度に実施。このような柔軟な中間目標の設定も良いと思う。定量...
	D氏
	E氏
	・複数年度ごとに合計5か年の実施項目は定性的に示されていて、夫々の実施項目は明らかにされている。
	○問題点・改善すべき点
	A氏
	・データを取得することも重要であるが、不具合が生じる場合の原因とメカニズムを明らかにしていく姿勢も必要と感じる。メカニズムの解明によって、さらに含有率を高める可能性も示されるかもしれない。
	B氏
	・長期のスケールの開発目標の中で、研究をどのように設計するかという観点が必要と思う。
	E氏
	・実施にあたっては更なる具体的な実施内容(低レベル放射性廃棄物の候補となるガラス組成、小型炉での解明事項など)とその計画を関係者、専門家の意見を踏まえて作成することが必要である。低レベル放射性廃棄物から高レベル放射性廃棄物まで多義にわたることから、事前に十分な検討を望む。
	F氏
	・ガラス組成の確認にはある程度の時間が必要である。試験数が多くなると思われる。したがって、ガラス組成の判断には裕度を持たせる必要がある。
	○肯定的意見
	A氏
	・事業の進捗を踏まえた計画および体制の柔軟な見直し等を委員会によって検討することが盛り込まれている。
	B氏
	・国内外の研究成果、施設での運転実績を活用し、試験を実施すること、低レベル廃棄物等のガラス固化技術も参考にする、研究評価委員会を開催して様々な意見も反映するとの趣旨。特に問題があるわけではなく、最善を尽くしていただきたい。
	C氏
	・既存の再処理工場などの技術開発成果、原子力発電所などで発生する低レベル廃棄物のガラス固化技術を活用し、参考にして着実かつ効率的に研究開発を進めるので戦略は適切と考えられる。タイミングよく事業の計画および体制を見なおすことは大切である。
	D氏
	・このような戦略を適切に管理する民間団体が我が国に存在する。また、研究開発機関、大学の有識者等からなる研究評価委員会が有効に作用すると考えられることから、アウトカムに至るまでの戦略が適切に実行されるものと考える。
	E氏
	・５年という期間内での達成事項は明確になっている。
	・本技術については、中国が同様の技術を再処理工場で採用する計画もあり、本技術に関する知財などの管理をしっかり行うとともに、国際特許なども視野に入れて進める必要がある。特に、フランスに対してはこれまでに多くの技術を開示してきているが、今後溶融炉の技術については、我が国が先頭となるため、同国に対しても知財管理の重要性を指摘しておきたい。
	F氏
	・適切に計画されている。
	○問題点・改善すべき点
	A氏
	・見直しの方向性についてケーススタディが必要と思う。事業の進捗として、含有量向上のために出てくる課題（物性、プロセス、コスト）と目標／目的の修正（含有率を変えるのか、固化プロセスを変えるのか等）の方針をある程度決めておいて委員会に諮るべきと考える。
	B氏
	・ほとんど戦略らしくない。いわゆる工程表や計画ではなく、具体的なアウトカムとその時期を明記したロードマップを作成すべきではないか。実用化ロードマップの中での本事業の位置づけ、必要なインプットとタイミング、開発段階に応じたアウトプットの項目と時期、それに対して本事業のアウトカムは何か。これを明示すべきと思う。今のままでは“いろいろ情報を集めて頑張ります”としか読めない。また、知識管理について、特に留意していただきたい。貴重な研究成果やノウハウが散逸してしまっていることは大きな課題である。ガラス固化技...
	○肯定的意見
	A氏
	・技術を有する民間団体等を主体に実施することは妥当と考える。
	B氏
	・知見やノウハウを持つ民間団体等をユーザーと想定し、適切に研究開発を進めるということであるので、最善を尽くしていただきたい。
	C氏
	・ガラス組成、ガラス固化技術、再処理工場の運転知見を有する民間団体や有識者の意見、経験を参考にして研究開発を進めるので本計画は適切である。
	D氏
	・実際に本方法を使用しガラス固化体を作成る事業者は限られており、そこでの考え、要求を考慮しながら進めていく方針と考えられるので妥当なものと考えられる。また民間団体、研究開発機関等の有識者の意見を反映させながら進めることからも妥当なものと考えられる。
	E氏
	・本技術開発に関しては、これまでも国の支援を受けて民間が主体的に先導して実施してきており、実力並びに効率的に進めるうえでも現提案が適切であると判断する。
	F氏
	○問題点・改善すべき点
	A氏
	・これら技術を適用する場合には国の安全審査を受ける必要もあることから、国の機関も積極的に参加するべきと考える。
	B氏
	・高レベル廃棄物事業に係るステイクホルダーを的確に把握できていないのではないか。技術開発を行っている民間団体はもちろんであるが、高レベル廃棄物事業あってのガラス固化、サイクル政策あってのガラス固化である。この点の認識がないとどの時期に何がアウトカムとして求められているかを判断できないのではないか。
	E氏
	・これまでと同様、民間がリードしてオールジャパン体制を維持していくことが望まれる。特に、大学や研究機関の技術力向上も図ることが望まれる。
	○肯定的意見
	A氏
	・本事業の対象とする設備プロセスは実現するために時間のかかるものである。このため、将来の技術であっても、今から準備しておかないと間に合わない。
	B氏
	・高レベル廃棄物の政策は、その時点での最善の技術を組み合わせて、そして近未来の新技術の見通しを踏まえて、策定されなければならない。本事業は廃棄物の量を低減するための基盤研究であり、政策の基本的方針に影響を及ぼす内容である。早急に着手すべきである。
	C氏
	・ガラス固化技術基板の確立により大きなコストの軽減につながるガラス固化体発生本数の低減を達成するため最近未来、すなわち、来年度から研究を実施すべきであることが述べられているので、適切である。
	D氏
	・技術開発にはそれなりの期間を必要とする。また、現在のガラス溶融炉を将来置き換える時期や、福島第一原発の廃止措置等にて発生する放射性廃棄物の処理の見通しを早急に立てる必要があることなどを考えると本技術開発は緊急的に行う必要がある。
	E氏
	・六ケ所再処理工場からだけでなく、福島第一原子力発電所の廃止措置からの廃棄物の処理の研究は喫緊の課題であり、福島の地元に対する信頼向上の点からも、早急に実施することが望まれる。
	・また、本課題が解決できれば、六ケ所再処理工場への適用も可能となり、その運転裕度が向上できるものと考える。そのため、経済的にも大きな利点が期待できる。
	F氏
	・六ヶ所工場の改良炉は数年後に稼働するが、その次段階では、高密度のガラス固化の実用化が期待される。研究開始の時期は妥当である。
	○問題点・改善すべき点
	A氏
	・現有（六ヶ所再処理工場）のプロセス、機器を変更せずに適用可能なものは早めに、そうでないものはじっくりと検討するよう、メリハリを付けた方がよい。
	B氏
	・現状の記載は、来年度から事業を開始する理由とは読めない。長期にわたる事業における枢要な技術の開発においては、26年度から開始しなければならない理由を論理的に説明することは難しい。本事業については、そのサイクル政策での意義や処分事業からのニーズに基づき主張をするべき。後段の事業（廃棄物や安全研究など）は、緊急性を明確に説明できないことが多いが必要になった時には直ちに成果を求められる。このような重要な事業を後年まわしにすれば、いつのなっても着手できず、問題を先送りしたと批判されるのみ。
	○肯定的意見
	A氏
	・世界の原子炉増設計画から見て、再処理需要は増加すると考えられるため、日本はこの分野については常に世界の先端にいる必要がある。そのためには国の寄与が極めて重要である。
	B氏
	・技術的難易度はともかく、民間事業としてはガラスメーカーなど以外にニーズの少ない分野である。また、ガラス固化体の技術は国策として実施する高レベル廃棄物処分事業の中核となるものである。従って、民間のインセンティブが働きにくいことと、高レベル廃棄物事業の工程管理の観点から、国が相当の程度、関与する必要がある。また、ガラス固化技術を構成する要素技術は日本が得意とする分野が多いので、強みを発揮できると考える。
	C氏
	・縦形の溶融炉を使用する本技術は我が国で開発された技術で、イエローフェーズの発生の抑制、白金族元素を含む高レベル廃液のガラス固化に成功し、今後廃棄物の含有率を高めたガラス固化体とその溶融方法を発展させることによって世界に冠たる技術となり、その波及効果は極めて大きい。しかしながら、この技術は難易度が高く、民間業者のみで事業を行うことは困難であり、また技術の活用のためにも国の関与が必要である。これらのことが記されているので、適切である。
	D氏
	・様々な放射性廃棄物に適用できるガラスの開発とそれを製造する（ガラス溶融を行う）技術は極めて高度なものであり、科学技術的価値は極めて高く、また、大学、研究機関、多くの民間企業が有する知見を反映させるためにも国が実施する必要性がある。
	E氏
	F氏
	・再処理の安定は、原子力バックエンドの安定化につながり、ガラス固化体の改善は廃棄物の合理化につながる国益である。国が技術を誘導することが妥当である。
	○問題点・改善すべき点
	A氏
	・原子力関連の他の分野への波及効果は高いが、原子力分野以外に対する波及効果は不明である。敢えて作り出す必要もないと考えるが。
	B氏
	・本事業は基盤研究を中心としているので、産学の連携を適切な形で進めることにより、開発を効率的に加速できる。科学技術的価値を生み出すためには、リーダーシップが必要である。明確な開発戦略（ロードマップ）でアウトカムを意識しながら技術マネジメントを行う必要がある。その枠組みの中で産学連携も取り込むことにより、質の高い成果が期待できる。
	E氏
	○肯定的意見
	A氏
	・他の事業は見当たらない。
	B氏
	・特殊な分野、技術であるため、強い関連性のある他の事業はない。
	D氏
	・当該事業と関連する省内外の事業は存在しない。そのため、他事業との重複はない。また、先進的材料に関する研究開発は多くの大学、研究機関で行われているが、当該事業との直接の重複はないが、参考となるところは結果の反映、研究者との意見交換などで適宜本事業に反映していくと考える。
	E氏
	・福島第一原子力発電所の廃止措置、並びに再処理事業の一環として実施するものであり他省庁との重複はない課題である。
	○問題点・改善すべき点
	A氏
	・事業として、委託研究のみで実施されると思われるが、明らかになった課題についてはニーズとして、関連研究が進むように他省庁とも連携をとって欲しい。例えば、規制研究への情報提供、文科省等の公募研究へのニーズ提供等。
	B氏
	・関連分野での研究を参照することにより、ブレークスルーや効率化が進むことはしばしばである。他事業に関心をもち、関係分野について情報収集に務めることは大切である。
	第３章　評価ワーキンググループのコメント及びコメントに対する対処方針
	本研究開発事業に対する評価ワーキンググループのコメント及びコメントに対する推進課の対処方針は、以下のとおり。
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